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序
文
（
一
オ
～
二
ウ
）

（
現
代
語
訳
）

　

我
ら
が
①
衣
川
先
生
が
、
先
ご
ろ
出
雲
大
社
に
②
ご
参
拝
な
さ
っ
た
と
き
の
③
旅
日
記
は
、

④
兄
弟
子
で
あ
る
⑤
國
本
道
男
が
既
に
原
稿
を
手
に
入
れ
て
、
出
版
し
よ
う
と
⑥
し
て
い
る
よ
う

だ
。
そ
の
年
は
都
合
が
悪
く
て
、
出
雲
の
⑦
美
保
神
社
や
伯
耆
の
⑧
大
神
山
神
社
な
ど
に
は
参

拝
な
さ
る
こ
と
が
お
出
来
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
次
の
年
に
は
わ
ざ
わ
ざ
美
保
神
社
と
大
神
山

に
参
拝
な
さ
っ
た
の
で
、

　
「
日
記
も
お
書
き
に
な
り
ま
し
た
か
」

と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

　
「
書
い
て
あ
る
」

と
仰
っ
て
、
箱
の
底
か
ら
取
り
出
し
て
お
見
せ
下
さ
っ
た
の
で
、
同
じ
こ
と
な
ら
、
今
回
⑨
以

前
の
日
記
と
い
っ
し
ょ
に
出
版
し
た
く
て
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
お
許
し
下
さ
っ
た
。

　

さ
て
、
⑩
こ
の
日
記
は
世
間
に
出
ま
わ
る
余
人
の
旅
日
記
と
は
様
子
が
違
っ
て
い
て
、
故
事

の
遺
跡
の
由
来
・
由
縁
を
⑪
か
な
り
書
き
集
め
て
教
え
て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
、
⑫
古
典
を
学

ぶ
人
だ
け
で
な
く
、
国
学
を
志
す
人
に
と
っ
て
も
、
き
っ
と
と
て
も
良
い
⑬
手
引
き
に
な
る
だ

ろ
う
と
、
喜
ば
し
く
、
学
恩
尊
く
思
わ
れ
て
、
こ
の
こ
と
を
少
し
で
は
あ
る
が
記
す
の
で
あ
る
。

「
や
つ
れ
蓑
の
日
記
」
訳
注
（
一
）
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衣
川
長
秋
著
「
や
つ
れ
蓑
の
日
記
」
の
現
代
語
訳
と
注
釈
を
試
み
る
。
本
作
品
は
同
じ
衣
川
長
秋
著
の
『
田
蓑
の
日
記
』
と
比
較
し
て
、
か
な
り
小
さ
な
作
品
で
は
あ
る
が
、『
古
事
記
』

や
『
伊
勢
物
語
』
な
ど
、
古
典
を
背
景
と
し
た
叙
述
や
、
和
歌
の
表
現
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
、
味
読
に
堪
え
る
「
古
典
」
文
学
作
品
た
り
え
て
い
る
。
原
文
は
、『
鳥
取
短
期
大
学
研
究

紀
要
』
第
60
号
に
掲
載
し
た
翻
刻
に
よ
る
。
今
回
は
序
文
お
よ
び
四
月
十
九
日
ま
で
に
つ
い
て
訳
注
し
た
。
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、
原
文
に
忠
実
と
な
る
よ
う
心
が
け
た
が
、
原
文
な
し
で

独
立
し
て
読
ん
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
手
を
加
え
た
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、
和
歌
に
つ
い
て
は
、
表
現
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
て
単
線
的
な
現
代
語
訳
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
若

干
ま
わ
り
く
ど
い
現
代
語
訳
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
本
作
品
の
表
現
を
味
読
し
、
古
典
文
学
作
品
と
し
て
の
魅
力
を
発
掘
し
つ
つ
、
古
文
を
読
む
こ
と
の
面
白
さ
を
紹
介
す
る
こ

と
に
あ
り
、
現
代
語
訳
は
そ
の
参
考
に
す
ぎ
な
い
。
本
稿
の
構
成
は
、
原
文
の
内
容
に
し
た
が
っ
て
段
落
分
け
を
し
つ
つ
現
代
語
訳
を
掲
げ
、
そ
の
後
に
語
釈
を
掲
げ
る
。
ま
た
、
必
要
に
応

じ
て
補
注
を
加
え
る
。
原
文
は
、
和
歌
を
除
き
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
た
。
今
後
、
数
回
に
分
け
て
続
篇
を
予
定
し
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
衣
川
長
秋　

や
つ
れ
蓑
の
日
記　

訳
注
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「やつれ蓑の日記」訳注（一）

　

文
政
四
（
一
八
二
一
）
年
八
月
三
日

　
　

因
幡
国
⑭
加
知
弥
（
か
ち
み
）
神
社
神
主
⑮
飯
田
秀
雄

（
語
釈
）

①
衣
川
先
生

　

原
文
「
衣
川
の
大
人
」。「
大
人
」
は
「
う
し
」
と
読
み
、
人
を
尊
敬
し
て
言
う
語
。『
日
本

書
紀
』
に
用
例
が
見
ら
れ
、
上
代
語
と
認
め
ら
れ
る
。
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版

「
う
し
【
大
人
・
卿
】」
項
の
「
語
誌
」
欄
に
は
「
中
古
か
ら
中
世
に
か
け
て
用
例
が
な
く
、

近
世
に
復
活
し
て
主
に
文
学
方
面
に
用
い
ら
れ
る
。
国
学
者
た
ち
が
復
古
趣
味
に
よ
っ
て
古
典

か
ら
再
生
さ
せ
た
語
の
一
つ
で
あ
る
。」
と
あ
る
。
こ
こ
に
限
ら
ず
、
本
作
品
で
は
上
代
語
の

使
用
が
目
立
つ
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
岡
野
（
二
〇
一
一
）
を
参
照
。

　

な
お
、
衣
川
長
秋
の
経
歴
に
つ
い
て
は
『
鳥
取
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
60
号
を
参
照
。

②
ご
参
拝
な
さ
っ
た

　

原
文
「
物
し
た
ま
ひ
し
」。「
た
ま
ひ
し
」
の
「
し
」
は
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
連
体
形
。

飯
田
秀
雄
が
衣
川
長
秋
の
過
去
の
行
為
を
想
起
す
る
場
面
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
き
」
の
本

来
の
用
法
で
あ
る
、「
話
し
手
が
直
接
体
験
し
た
過
去
の
事
実
の
回
想
」
か
ら
外
れ
、
単
に
「
過

去
」
を
表
す
用
法
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
用
法
は
、
中
世
以
降
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。

③
旅
日
記

　

文
政
元
（
一
八
一
八
）
年
七
月
二
十
七
日
か
ら
同
年
九
月
九
日
ま
で
の
、
出
雲
大
社
お
よ
び
周
辺

へ
の
旅
行
の
日
記
で
あ
る『
田
蓑
の
日
記
』を
指
す
。こ
れ
は
文
政
四
（
一
八
二
一
）
年
二
月
序
文（
國

本
道
男
に
よ
る
）、
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
九
月
発
行
で
あ
る
か
ら
、
本
作
品
の
序
文
執
筆
時
点
で

は
、
ま
だ
出
版
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
序
文
は
執
筆
済
み
で
、
出
版
の

準
備
は
着
々
と
進
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
、
飯
田
秀
雄
が
そ
の
あ
た
り
の
事
情
を
聞
き
知
っ
て
い

た
こ
と
が
、
語
釈
⑥
に
お
け
る
伝
聞
の
助
動
詞
「
な
り
」
の
使
用
と
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
な
お
、『
田
蓑
の
日
記
』
に
つ
い
て
は
、
石
破
（
二
〇
〇
六
）
を
参
照
。

④
兄
弟
子

　

原
文
「
学
ひ
の
は
ら
か
ら
」。
序
文
の
筆
者
で
あ
る
飯
田
秀
雄
が
衣
川
長
秋
に
入
門
し
た
の

は
文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
、
十
七
歳
の
時
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
國
本
道
男
が
衣
川
長
秋
に
入
門

し
た
の
は
享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
、
衣
川
長
秋
が
正
式
に
鳥
取
藩
に
滞
留
を
認
め
ら
れ
た
年
で
あ

る
か
ら
、
國
本
道
男
の
方
が
兄
弟
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。（「
藩
士
列
伝
」
256
、
360‌

頁
）

⑤
國
本
道
男

　

八
上
郡
佐
貫
村
都
波
只
知
（
つ
ば
き
ち
）
神
社
（
現
河
原
町
佐
貫
の
都
波
只
知
上
神
社
）
の
社
司
。

天
保
元
（
一
八
三
〇
）
年
、
五
十
七
歳
で
没
。
学
才
に
秀
で
て
お
り
、
藩
内
の
国
学
不
振
を
嘆
き
、

上
京
し
て
良
師
を
求
め
て
衣
川
長
秋
と
出
会
い
、
享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
、
鳥
取
に
招
聘
す
る
。

み
ず
か
ら
筆
頭
弟
子
と
な
り
、
飯
田
秀
雄
は
じ
め
有
志
を
勧
め
て
入
門
さ
せ
た
。
こ
れ
を
機
に

鳥
取
藩
の
国
学
は
隆
盛
に
向
か
っ
た
。
清
貧
に
甘
ん
じ
つ
つ
、
教
育
に
は
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。

著
作
と
し
て
、
国
学
の
啓
蒙
書
『
皇
国
明
弁
』（
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
）
が
あ
り
、
衣
川
長
秋
の

序
文
、
飯
田
秀
雄
の
跋
文
が
あ
る
（
鳥
取
県
立
図
書
館
に
、
他
書
と
合
綴
し
た
と
思
し
き
和
本

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
未
見
）。（「
藩
士
列
伝
」
360-

362‌

頁
、『
鳥
取
県
史
』
74‌

頁
）

⑥
し
て
い
る
よ
う
だ

　

原
文
「
す
な
る
」。「
な
り
」
は
伝
聞
の
助
動
詞
。『
土
佐
日
記
』
の
冒
頭
に
「
を
と
こ
も
す

な
る
日
記
と
い
ふ
も
の
を
…
」
と
あ
る
の
が
有
名
。

⑦
美
保
神
社

　

原
文
「
三
保
神
社
」。
島
根
県
松
江
市
美
保
関
町
に
あ
る
美
保
神
社
を
指
す
。
祭
神
は
「
三

穂
津
姫
命
」（
大
國
主
神
の
后
神
。
向
か
っ
て
右
の
御
殿
に
鎮
座
）
お
よ
び
「
事
代
主
神
」（
大

國
主
神
の
御
子
神
。
向
か
っ
て
左
の
御
殿
に
鎮
座
）。（「
美
保
神
社
略
記
」）

⑧
大
神
山
神
社

　

原
文
「
大
神
山
」。
西
伯
郡
大
山
町
に
あ
る
大
神
山
神
社
奥
宮
を
指
す
。
祭
神
は
「
大
己
貴

神
（
＝
大
國
主
神
）」。（『
鳥
取
県
大
百
科
事
典
』）
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⑨
以
前
の
日
記

　

本
作
品
の
後
ろ
に
、「
附
録
」
と
し
て
「
雨
滝
紀
行
」
と
「
美
徳
山
紀
行
」
が
付
載
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
二
つ
の
紀
行
文
を
指
す
。
以
上
三
作
品
を
ま
と
め
て
一
冊
と
な
し
た
『
や
つ
れ

蓑
の
日
記
』（
版
本
甲
＝
原
文
の
底
本
）
の
奥
書
に
も
「
此
二
記
行
も
こ
た
び
つ
い
で
に
し
り

に
つ
け
て
板
に
ゑ
ら
せ
つ　

秀
雄
」
と
あ
る
。

⑩
こ
の
日
記

　

原
文
「
こ
の
二
記
」。「
二
記
」
の
意
味
と
し
て
、
Ａ
「
日
記
」（「
二
記
」
は
「
に
っ
き
」
の

異
表
記
と
み
る
）、
Ｂ
「
二
つ
の
記
録
」
の
二
通
り
が
考
え
ら
れ
る
。
Ａ
な
ら
ば
文
献
と
し
て

の
『
や
つ
れ
蓑
の
日
記
』
を
指
し
、
Ｂ
な
ら
ば
「
や
つ
れ
蓑
の
日
記
」（
こ
た
び
の
日
記
）
と
「
雨

滝
紀
行
」「
美
徳
山
紀
行
」（
さ
き
の
日
記
）
の
二
種
類
の
日
記
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
全
体
の
序
文
中
で
の
言
及
で
あ
る
か
ら
、
語
釈
⑨
の
三
作
品
全
体
を
指
す
も
の
と

思
わ
れ
る
。

⑪
か
な
り

　

原
文
「
い
さ
ゝ
か
」。
辞
書
的
意
味
と
し
て
は
「
少
し
、
ち
ょ
っ
と
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

そ
れ
だ
と
本
文
献
の
内
容
が
大
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
序
文
の
趣
旨
と
矛

盾
す
る
。
こ
こ
は
謙
遜
を
装
っ
た
誇
り
の
表
明
で
あ
る
と
読
み
た
い
。
現
代
語
で
も
、「
こ
れ

は
ち
ょ
っ
と
す
ご
い
よ
」
な
ど
と
い
う
場
合
の
「
ち
ょ
っ
と
」
は
、
必
ず
し
も
程
度
の
小
を
意

味
し
な
い
。
今
後
の
検
証
を
要
す
る
が
、
近
世
以
降
に
こ
の
よ
う
な
用
法
が
現
れ
た
可
能
性
を

指
摘
し
て
お
く
。

⑫
古
典

　

原
文
「
み
や
ひ
こ
と
」。「
優
雅
（
上
品
）
な
言
葉
」
の
意
だ
が
、
こ
こ
で
は
和
歌
の
言
葉
や

上
代
語
も
含
め
て
考
え
た
い
。
そ
れ
は
、
本
作
品
が
比
較
的
小
規
模
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

三
十
首
も
の
和
歌
を
含
む
こ
と
と
、
意
図
的
な
上
代
語
の
使
用
が
目
立
つ
こ
と
に
よ
る
。
和
歌

を
学
ぶ
こ
と
と
、『
古
事
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
上
代
の
文
献
を
学
ぶ
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の

国
学
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

⑬
手
引
き

　

原
文
「
た
つ
き
」。
序
文
に
は
濁
点
が
附
刻
さ
れ
て
お
ら
ず
、
清
濁
は
不
明
。
本
来
は
「
た

づ
き
」
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
に
は
「
た
づ
き
」「
た
つ
き
」「
た
つ
ぎ
」
の
三
様
の
語
形
が
あ
っ

た
。（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
「
た
ず
き
【
方
便
・
活
計
】」
項
）

⑭
加
知
弥
神
社

　

鳥
取
市
鹿
野
町
に
あ
る
。
祭
神
は
「
彦
火
火
出
見
命
」「
鵜
萱
葺
不
合
命
」「
玉
依
姫
命
」。

鵜
萱
葺
不
合
命
は
彦
火
火
出
見
命
の
子
で
神
武
天
皇
の
父
。
ま
た
、
玉
依
姫
命
は
鵜
萱
葺
不
合

命
の
母
の
妹
。（『
鳥
取
県
大
百
科
事
典
』）

⑮
飯
田
秀
雄

　

気
多
郡
勝
宿
（
現
鳥
取
市
鹿
野
町
）
に
あ
る
加
知
弥
神
社
の
神
職
。
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
生
、

安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
没
。
六
十
九
歳
。
國
本
道
男
は
姉
婿
。
文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
、
十
七
歳
の
時
、

國
本
道
男
の
勧
め
に
よ
り
衣
川
長
秋
に
入
門
。
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
、
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、

筑
前
守
と
称
す
る
。
文
政
年
間
に
加
知
弥
神
社
の
社
殿
改
築
を
発
起
し
、
天
保
元
（
一
八
三
〇
）
年

功
成
る
も
、
工
費
補
充
の
た
め
、
禁
制
を
犯
し
て
演
劇
を
開
催
し
た
こ
と
が
発
覚
し
、
天
保

三
（
一
八
三
二
）
年
、
因
幡
・
伯
耆
か
ら
追
放
の
処
分
を
受
け
る
。
よ
っ
て
紀
州
和
歌
山
に
赴
き
、

本
居
大
平
に
師
事
し
て
国
学
を
修
め
る
。
ま
た
、
本
居
大
平
門
下
の
加
納
諸
平
の
歌
才
を
知
り
、

次
子
年
平
を
因
幡
か
ら
招
い
て
共
に
歌
学
を
学
ぶ
。
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
、
赦
さ
れ
て
帰
藩
。

こ
れ
に
よ
り
因
幡
の
歌
壇
は
柿
園
派
（
加
納
諸
平
の
派
）
が
大
い
に
興
っ
た
。
著
作
と
し
て
、

歌
集
『
樟
斎
集
』（
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
、
年
平
に
よ
り
出
版
）
が
あ
る
。
ま
た
、
師
衣
川
長
秋

の
没
後
、
衣
川
長
秋
の
歌
文
集
『
瓊
斎
集
』
を
編
ん
だ
。（「
藩
士
列
伝
」
256-

257‌

頁
、『
鳥
取
県

史
』
76‌

頁
）

（
補
注
）

　

こ
の
序
文
で
は
、
弟
子
の
飯
田
秀
雄
が
、
師
匠
で
あ
る
衣
川
長
秋
の
著
作
を
世
に
出
す
こ
と

に
対
す
る
晴
れ
が
ま
し
い
気
分
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
後
半
部
分
で
は
本
文
献

の
特
徴
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
意
識
が
見
て
取
れ
る
。
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「やつれ蓑の日記」訳注（一）

本
文
（
一
オ
「
出
発
」
～
二
ウ
「
赤
碕
」）

（
現
代
語
訳
）

や
つ
れ
蓑
の
日
記

　
①
文
政
二
年
四
月
十
八
日
、
伯
耆
国
の
米
子
に
行
く
と
い
う
こ
と
で
、
去
年
の
秋
、
出
雲
大

社
を
参
拝
し
に
行
っ
た
時
の
②
田
蓑
・
菅
笠
を
、
今
年
の
た
め
に
納
め
て
お
い
た
の
を
取
り
出

し
て
見
て
み
た
。
す
る
と
、
ひ
ど
く
傷
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
も
去
年
の
名
残
だ
と
思
い
出
さ
れ

て
捨
て
る
こ
と
も
で
き
ず
、
縫
い
繕
っ
て
、
雨
は
降
っ
て
い
な
い
が
、
③
例
に
よ
っ
て
人
目
を

忍
ん
で
蓑
笠
を
身
に
付
け
て
④
出
発
す
る
。

　

今
回
も
教
え
子
の
⑤
藤
田
安
躬
（
や
す
み
）
が
見
送
り
と
い
う
こ
と
で
来
て
い
る
が
、
去
年
の
出

発
の
時
は
、
幼
子
の
⑥
源
太
郎
が
幼
く
て
、
安
躬
に
つ
い
て
き
て
⑦
稲
葉
川
の
橋
の
も
と
ま
で

送
っ
て
き
て
、
私
の
後
を
⑧
追
い
か
け
よ
う
と
し
て
大
泣
き
し
た
の
に
こ
り
ご
り
し
た
か
ら
、

今
回
は
連
れ
て
き
て
い
な
い
。
幼
か
っ
た
源
太
郎
も
一
年
経
っ
て
成
長
し
、
あ
ら
か
じ
め
よ
く

言
い
聞
か
せ
て
お
い
た
の
で
、
聞
き
分
け
良
く
門
の
外
で
気
持
ち
よ
く
別
れ
た
。

　

1
五
月
雨
に 

濡
れ
て
朽
ち
な
ん 

去
年
（
こ
ぞ
）
の
秋 

露
に
や
つ
れ
し 

田
蓑
菅
笠

（
去
年
の
秋
に
露
で
傷
ん
だ
蓑
笠
は
、
今
回
の
旅
で
五
月
雨
に
濡
れ
て
、
き
っ
と
朽
ち
て
し
ま

う
だ
ろ
う
）

と
詠
み
捨
て
て
出
か
け
る
。

　
⑨
鳥
取
の
城
下
町
を
離
れ
、
千
代
川
を
渡
っ
て
和
歌
を
詠
む
。

　

2
河
の
名
に 

立
つ
白
浪
と 

も
ろ
と
も
に 

千
代
も
通
は
ん 

命
長
ら
へ

　
（
⑩
千
代
川
の
川
面
に
立
つ
白
波
と
い
っ
し
ょ
に
、
そ
の
川
の
名
前
に
あ
や
か
っ
て
、
い
つ

い
つ
ま
で
も
生
き
て
こ
の
道
を
通
い
た
い
も
の
だ
）

　
⑪
湖
山
村
、
伏
野
村
を
通
り
過
ぎ
、
内
海
村
に
着
い
た
。
去
年
の
秋
は
、
行
き
も
帰
り
も

⑫
都
合
が
悪
く
て
⑬
白
兎
神
社
に
参
拝
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
は
参
拝
す
る
。
こ
の
頃
、

⑭
天
然
痘
が
⑮
流
行
し
て
い
た
の
で
、
近
辺
の
老
人
が
孫
を
背
負
い
、
若
い
女
性
が
赤
子
を
抱

き
な
ど
し
て
、
参
拝
す
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。
拝
ん
で
和
歌
を
詠
む
。
自
分
は
こ
の
病
気
に

罹
ら
な
か
っ
た
の
で
、

　

3
い
も
が
さ
を 

病
ま
ざ
る
人
は 

稀
な
る
を 

稀
な
る
数
に 

入
る
が
か
し
こ
さ

　
（
⑯
天
然
痘
に
罹
ら
な
い
人
は
め
っ
た
に
い
な
い
の
に
、
自
分
は
神
の
御
加
護
に
よ
っ
て
そ

の
少
数
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
有
り
難
い
こ
と
で
あ
る
）

　
⑰
杖
突
坂
を
越
え
、
宝
木
宿
、
青
谷
宿
を
通
り
過
ぎ
て
泊
宿
に
宿
を
と
っ
て
和
歌
を
詠
む
。

　

4
か
ね
て
よ
り 

思
ひ
定
め
て 

こ
の
里
に 

こ
よ
ひ
泊
ま
り
と 

宿
り
求
め
つ

　
（
⑱
か
ね
て
よ
り
、こ
の
泊
の
里
に
宿
泊
し
よ
う
と
思
い
定
め
て
、今
夜
の
宿
を
求
め
た
の
だ
）

　

十
九
日
。⑲
辰
の
刻
ご
ろ
に
出
発
す
る
。⑳
海
辺
の
道
を
過
ぎ
、㉑
宇
谷
の
山
を
越
え
て
、橋
津
、

長
瀬
の
宿
を
通
り
過
ぎ
て
由
良
宿
に
来
て
㉒
乾
飯
を
食
べ
る
。
㉓
去
年
の
秋
に
こ
こ
に
来
た
時

は
、
夏
の
頃
か
ら
日
照
り
続
き
で
、
㉔
田
の
稲
が
枯
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
雨
が
た

い
そ
う
降
っ
た
た
め
、
し
ば
ら
く
こ
こ
で
休
憩
し
た
時
に
、
㉕
お
百
姓
さ
ん
た
ち
が
喜
ん
で
い

た
こ
と
を
思
い
出
し
て
和
歌
を
詠
む
。

　

5
天
つ
水 

仰
ぎ
て
待
ち
し 

御
民
ら
が 

作
れ
る
年
の 

甲
斐
は
あ
り
け
り

　
（
㉖
雨
が
降
る
の
を
天
を
仰
い
で
待
っ
て
い
た
お
百
姓
さ
ん
た
ち
が
作
っ
た
コ
メ
は
、
手
間

暇
か
け
て
作
っ
た
だ
け
の
甲
斐
が
あ
っ
た
と
い
う
も
の
だ
）

　
㉗
八
橋
、
松
谷
を
通
り
過
ぎ
、
赤
碕
に
来
て
㉘
山
崎
政
喜
の
家
を
訪
ね
る
。
政
喜
は
京
都
に

出
か
け
て
い
て
留
守
だ
っ
た
が
、
彼
の
父
が
た
い
そ
う
引
き
留
め
る
の
で
こ
こ
に
泊
ま
る
こ
と

に
し
た
。
㉙
去
年
の
秋
に
出
雲
国
に
行
っ
た
時
は
、
政
喜
と
一
緒
に
行
っ
て
、
今
年
も
一
緒
に

と
約
束
し
て
お
い
た
の
に
、

　

6
一
声
も 

聞
か
ず
聞
か
せ
ず 

ほ
と
と
ぎ
す 

都
し
ま
べ
に 

立
ち
別
れ
つ
る

　
（
㉚
ほ
と
と
ぎ
す
は
お
互
い
に
声
を
交
わ
す
こ
と
も
な
く
、
都
と
田
舎
に
別
れ
別
れ
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
）

の
は
と
て
も
寂
し
い
こ
と
だ
な
あ
。
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岡　　野　　幸　　夫

（
語
釈
）

①
文
政
二
年
四
月
十
八
日

　

原
文
「
文
政
二
と
せ
と
い
ふ
年
の
。
卯
月
の
十
日
ま
り
八
日
の
日
」。
こ
こ
は
作
品
の
冒
頭

部
分
で
、
表
現
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
紀
行
文
学
の
嚆
矢
と
い
う
べ

き
『
土
佐
日
記
』
の
冒
頭
二
文
目
は
「
そ
れ
の
年
の
師
走
の
は
つ
か
あ
ま
り
ひ
と
ひ
の
ひ
の
戌

の
と
き
に
門
出
す
」（
原
文
す
べ
て
仮
名
書
き
）
と
、
日
付
部
分
を
訓
読
す
る
形
式
で
あ
り
、

こ
の
形
式
を
模
倣
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。『
土
佐
日
記
』
も
本
作
品
も
、
こ
こ
以
降
、
日

付
の
個
所
は
直
前
で
改
行
し
、
日
付
が
行
頭
に
な
る
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
日
付
は
漢
字
で
行

頭
に
書
か
れ
て
い
た
方
が
読
み
や
す
さ
の
点
で
は
優
る
が
、
冒
頭
部
分
で
は
、
そ
の
読
み
や
す

さ
を
犠
牲
に
し
て
も
、
出
発
の
日
を
特
別
な
も
の
と
捉
え
、
改
ま
っ
た
、
格
式
ば
っ
た
表
現
を

志
向
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、『
田
蓑
の
日
記
』
で
は
以
下
の
よ
う
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
表
現
意
図
が
本
作
品
ほ
ど
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
な
い
。

○�

こ
と
し
文
政
の
元
年
と
い
ふ
と
し
の
。
七
月
廿
七
日
に
。
蓑
笠
と
り
き
て
。
い
た
う
人
に
も

し
ら
せ
ず
忍
び
や
つ
し
て
。
卯
の
時
ば
か
り
に
家
を
出
。

　
　
　

雨
な
ら
で 

人
め
し
の
ぶ
と 

小
笠
と
り 

み
の
に
か
く
れ
て 
出
る
故
郷
。

　

と
よ
み
す
て
ゝ
行
ほ
ど
。�
（『
田
蓑
の
日
記
』）

　

こ
こ
で
は
、
津
本
（
二
〇
〇
七
）
所
収
の
作
品
か
ら
、
冒
頭
で
日
付
を
訓
読
す
る
形
式
を
持
つ
も

の
を
紹
介
す
る
（
適
宜
句
読
点
を
補
う
）。

○�

こ
と
し
文
化
の
十
一
年
と
い
ふ
と
し
、
か
の
十
三
年
忌
と
い
ふ
を
い
と
な
み
に
と
ゆ
く
。
出

立
日
は
、
な
が
月
の
十
日
あ
ま
り
七
日
と
い
ふ
日
な
り
。

�

（
小
山
田
与
清
（
一
七
八
三
―
一
八
四
七
）『
橋
立
日
記 

磯
清
水
』
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
ご
ろ
刊
）

○�

し
た
し
き
か
ぎ
り
一
人
ふ
た
り
に
は
か
り
て
な
ん
、
ひ
そ
か
に
出
た
つ
。
時
は
か
ん
な
月
廿

日
ま
り
み
か
の
日
な
り
。

�

（
香
川
景
樹
（
一
七
六
八
―
一
八
四
三
）『
中
空
の
日
記
』
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
刊
）

○�

こ
と
し
や
よ
ひ
三
か
の
ひ
、
暁
ふ
か
う
お
き
い
で
、
桃
の
さ
か
づ
き
を
く
み
か
は
す
を
わ
か

れ
に
て
、
松
江
の
草
の
と
ざ
し
を
た
ち
い
で
け
り
。

　

�

（
藤
田
輔
尹
（
生
没
年
未
詳
）『
輔
尹
先
生
東
紀
行
』
文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年
成
立
）

○
頃
は
長
月
十
日
あ
ま
り
八
日
の
日
、
ま
た
夜
を
こ
め
て
暁
に
い
で
た
つ
。

　

�

（
富
秋
園
海
若
子
（
一
七
四
二
―
？
）『
伊
豆
日
記
』
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
刊
）

○
き
さ
ら
ぎ
は
つ
か
あ
ま
り
ひ
と
日
の
ひ
の
う
の
時
に
か
ど
で
す
。

　

�

（
藤
井
高
尚
（
一
七
六
四
―
一
八
四
〇
）『
出
雲
路
日
記
』
文
政
十
三
（
一
八
三
〇
）
年
刊
）

　

前
掲
し
た
香
川
景
樹
『
中
空
の
日
記
』
の
例
に
も
見
ら
れ
る
が
、「
ま
り
」
は
「
余
り
」
が

変
化
し
た
語
形
。

②
田
蓑
・
菅
笠

　
『
田
蓑
の
日
記
』の
旅
行
の
時
に
着
て
行
っ
た
蓑
笠
。『
田
蓑
の
日
記
』の
書
名
の
由
来
と
な
っ

た
。
本
作
品
で
は
、
続
け
て
そ
れ
が
ひ
ど
く
傷
ん
で
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
原
文
「
い

た
う
や
つ
れ
た
れ
ど
」）が
、こ
れ
が
本
作
品
の
書
名
の
由
来
で
あ
る
。和
歌
1
も
併
せ
て
参
照
。

③
例
に
よ
っ
て

　
『
田
蓑
の
日
記
』
の
旅
行
の
時
も
、「
蓑
笠
と
り
き
て
。
い
た
う
人
に
も
し
ら
せ
ず
忍
び
や
つ

し
て
」（
語
釈
①
参
照
）
と
あ
る
。
雨
で
も
な
い
の
に
蓑
笠
を
身
に
つ
け
、
人
に
知
ら
せ
ず
ひ
っ

そ
り
と
旅
立
つ
、
と
い
う
の
が
衣
川
長
秋
の
好
み
だ
っ
た
か
。
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
旅
装
の

先
例
に
倣
っ
た
か
。

④
出
発
す
る

　

原
文
「
た
ち
い
づ
」。
関
（
一
九
七
七
）
に
よ
る
と
、
平
安
時
代
和
文
に
お
け
る
複
合
動
詞
「
立
ち

出
づ
」
は
主
に
「
外
ニ
出
ル
」
の
意
、「
出
で
立
つ
」
は
主
に
「
出
発
ス
ル
」
の
意
で
、
両
者

は
は
っ
き
り
と
意
味
内
容
の
異
な
る
語
で
あ
っ
た
（
第
三
章
第
一
節
「
複
合
動
詞
「
い
で
た
つ
」

と
「
た
ち
い
づ
」
に
つ
い
て
」）。
本
文
献
で
は
、「
い
で
た
つ
」
は
こ
の
直
後
に
名
詞
形
「
出

た
ち
」
が
一
例
と
、
四
月
十
九
日
の
冒
頭
に
「
出
た
つ
」
が
一
例
あ
る
の
み
。
一
方
「
た
ち
い

づ
」
は
四
例
見
ら
れ
、
こ
ち
ら
の
方
が
優
勢
で
あ
る
（「
雨
滝
紀
行
」「
美
徳
山
紀
行
」
は
「
た

ち
い
づ
」
専
用
）。
当
該
箇
所
に
つ
い
て
も
、
平
安
時
代
の
語
法
に
沿
っ
て
「
家
ヲ
出
ル
」
と
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解
せ
な
く
も
な
い
が
、
他
の
「
た
ち
い
づ
」
の
用
例
を
見
る
限
り
、「
い
で
た
つ
」
と
の
区
別

が
認
め
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
閏
四
月
十
二
日
に
「
米
子
を
立
い
づ
」
と
い
う
例
も
あ
る
た
め
、

平
安
時
代
に
は
存
し
て
い
た
使
い
分
け
の
意
識
は
失
わ
れ
て
い
る
と
判
断
し
、
一
律
に
「
出
発

ス
ル
」
と
解
す
る
こ
と
と
す
る
。

⑤
藤
田
安
躬

　

原
文
「
安
躬
」。『
田
蓑
の
日
記
』
に
「
を
し
へ
子
藤
田
安
躬
」
と
あ
る
。
経
歴
等
未
詳
。

⑥
源
太
郎

　

衣
川
長
秋
の
息
子
。
長
じ
て
針
医
と
な
り
独
立
す
る
が
、
そ
の
後
鳥
取
を
去
り
行
方
知
れ
ず

と
な
っ
た
。（「
藩
士
列
伝
」
359‌

頁
、『
鳥
取
県
史
』
78‌

頁
）

⑦
稲
葉
川

　

未
詳
。
平
凡
社
『
鳥
取
県
の
地
名
』（
日
本
歴
史
地
名
大
系
32
）、
新
日
本
海
新
聞
社
『
鳥
取

県
大
百
科
事
典
』、
角
川
書
店
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
第
31
巻
（
鳥
取
県
）、『
鳥
取
県
史
』

に
記
載
な
し
。
本
作
品
の
記
述
を
追
う
と
、
こ
の
後
千
代
川
を
渡
っ
て
い
る
の
で
、
衣
川
長
秋

の
自
宅
が
あ
っ
た
二
階
町
（
現
鳥
取
市
中
心
部
。
原
文
9
丁
表
参
照
）
と
千
代
川
の
間
に
あ
る

川
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
候
補
と
し
て
可
能
性
が
高
い
の
は
旧
袋
川
だ
が
、
こ
の
川
が
「
稲
葉

川
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
確
証
が
見
当
た
ら
な
い
。
後
考
を
俟
ち
た
い
。

⑧
追
い
か
け
よ
う
と
し
て
大
泣
き
し
た

　

※
こ
の
項
、
岡
野
（
二
〇
一
一
）
を
参
照
。

　

原
文
「
お
ひ
し
か
ん
と
て
。
な
き
い
さ
ち
た
り
し
」。「
お
ひ
し
く
（
追
及
）」「
な
き
い
さ
ち

る
（
泣
哭
）」
は
と
も
に
上
代
語
。

　
「
お
ひ
し
く
」
は
「
追
い
つ
く
」
意
で
、
次
の
『
古
事
記
』
や
『
万
葉
集
』
の
例
か
ら
は
、

憎
悪
や
愛
情
の
深
さ
か
ら
く
る
追
跡
の
激
し
さ
が
読
み
取
れ
る
。

　

○�

故
、
其
の
伊
邪
那
美
命
を
な
づ
け
て
黄
泉
津
大
神
と
い
ふ
。
ま
た
云
は
く
、
其
の
追
ひ
し

き
し
を
以
て
、
道
敷
大
神
と
な
づ
く
と
い
ふ
。（『
古
事
記
』
上
）

　
　

※�

イ
ザ
ナ
ミ
が
イ
ザ
ナ
ギ
に
追
い
つ
い
た
と
こ
ろ
か
ら
道
敷
大
神
と
名
付
け
ら
れ
た
。

　

○�

穂
積
皇
子
に
勅
し
て
近
江
の
志
賀
の
山
寺
に
遣
は
す
時
、
但
馬
皇
女
の
作
り
ま
し
し
御
歌

一
首

　
　
　
　

後
れ
居
て 

恋
つ
つ
あ
ら
ず
は 

追
ひ
及
か
む

　
　
　
　
　

道
の
く
ま
み
に
標
結
へ
わ
が
背
（『
万
葉
集
』
巻
第
二
・
115
番
歌
）

　
　

※
あ
な
た
に
追
い
つ
き
た
い
の
で
、
道
々
に
目
印
を
残
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、「
な
き
い
さ
ち
る
」
は
「
激
し
く
泣
く
」
意
で
あ
る
。

　

○�

速
須
佐
之
男
命
、
命
さ
せ
し
国
を
治
ら
ず
て
、
八
拳
ひ
げ
心
の
前
に
至
る
ま
で
、
啼
き
い

さ
ち
き
。
其
の
泣
く
状
は
、
青
山
は
枯
山
の
如
く
泣
き
枯
ら
し
、
河
海
は
悉
に
泣
き
乾
し

き
。是
を
以
て
悪
し
き
神
の
音
は
狭
蝿
な
す
皆
満
ち
、萬
の
物
の
妖
、悉
に
発
り
き
。（『
古

事
記
』
上
）

　
　

※
ス
サ
ノ
オ
が
母
を
恋
う
て
泣
き
叫
ぶ
と
、
も
ろ
も
ろ
の
災
害
・
凶
事
を
も
た
ら
す
。

　

本
作
品
の
こ
の
場
面
は
、
父
長
秋
に
つ
い
て
い
き
た
い
幼
子
源
太
郎
が
制
止
さ
れ
、
暴
れ
な

が
ら
激
し
く
泣
く
様
子
を
、『
古
事
記
』
の
イ
ザ
ナ
ミ
、
ス
サ
ノ
オ
の
場
面
を
借
り
て
劇
的
に

表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、「
お
ひ
し
く
」
を
同
様
に
効
果
的
に
用
い
た
近
世
末
期
の
用
例
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
、
胸
を
打
た
れ
る
。

　

○
幼
き
子
を
失
ひ
け
る
時

　
　
　

お
ひ
し
き
て 

取
り
返
す
べ
き 

も
の
な
ら
ば　

黄
泉
つ
ひ
ら
坂 

道
は
無
く
と
も

　
　
　
　

�　
（
香
川
景
樹
『
桂
園
一
枝
』
雑
上
・
200
番
歌
）
岩
波
古
典
大
系
『
近
世
和
歌
集
』

に
よ
る

　
　

※
亡
く
な
っ
た
我
が
子
を
取
り
戻
せ
る
な
ら
、
黄
泉
国
の
道
な
き
道
も
何
す
る
も
の
ぞ
。

⑨
鳥
取
の
城
下
町

　

原
文「
鳥
名
の
大
里
の
町
」。藩
主
が
い
る
鳥
取
の
城
下
町
を
こ
の
よ
う
に
尊
称
し
た
も
の
か
。

原
文
8
丁
裏
に
も
「
鳥
名
の
里
」
と
出
て
く
る
。

⑩
2
番
の
和
歌
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「
立
つ
」
は
「
名
に
立
つ
（
有
名
な
）」
と
「
白
波
が
立
つ
」
の
掛
詞
。
渡
し
舟
で
渡
河
し
た

（
中
林
（
一
九
九
七
）

442‌

頁
）
の
で
、
川
面
に
近
い
視
線
で
詠
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
、「
も
ろ
と
も
に
」

の
語
が
効
い
て
い
る
。叶
う
な
ら
長
生
き
を
し
て
元
気
に
往
来
し
た
い
と
い
う
和
歌
で
あ
る
が
、

衣
川
長
秋
は
こ
の
後
約
三
年
で
亡
く
な
る
の
で
あ
る
。
今
回
の
旅
行
で
も
、
次
回
を
期
す
と
し

て
、
行
か
な
い
場
所
が
あ
っ
た
り
会
わ
な
い
人
が
い
た
り
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
ど
う
な
っ
た
の

か
気
に
か
か
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑪
湖
山
村
、
伏
野
村
、
内
海
村

　
「
湖
山
村
」
は
現
鳥
取
市
西
郊
、
湖
山
池
の
東
北
岸
周
辺
。「
伏
野
村
」
は
同
じ
く
西
北
岸
周

辺
。「
内
海
村
」
は
、
現
在
の
地
名
と
し
て
は
白
兎
か
ら
内
陸
に
2
㎞
ほ
ど
入
っ
た
辺
り
に
「
内

海
中
」
が
あ
る
が
、
行
路
と
し
て
内
陸
に
入
り
込
み
過
ぎ
て
い
る
。
次
に
掲
げ
た
『
田
蓑
の
日

記
』
の
記
述
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
衣
川
長
秋
は
千
代
川
を
渡
っ
た
後
、
湖
山
池
の
北
岸
を
海

沿
い
に
西
進
し
、
白
兎
神
社
に
到
達
し
て
い
る
（
い
わ
ゆ
る
伯
耆
街
道
を
通
っ
た
）。

　

○�

伏
野
村
、
内
海
村
の
浜
辺
4

4

を
過
ぐ
。
此
所
に
兎
神
の
社
あ
り
。（『
田
蓑
の
日
記
』、
傍
点

岡
野
）

　

現
在
の
白
兎
は
、昭
和
二
十
八（
一
九
五
三
）年
に
改
称
さ
れ
る
ま
で
は
内
海
と
称
さ
れ
て
い
た（
中

林
（
一
九
九
七
）

451‌

頁
）。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
白
兎
神
社
が
あ
る
辺
り
も
当
時
は
内
海
村
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

⑫
都
合
が
悪
く
て

　
『
田
蓑
の
日
記
』
に
よ
る
と
、
去
年
の
往
路
は
、
米
子
か
ら
来
る
人
と
街
道
で
出
会
う
か
も

し
れ
な
い
、
と
い
う
予
測
が
あ
り
、
行
き
違
い
に
な
る
と
い
け
な
い
の
で
、
約
二
町
内
陸
に
あ

る
白
兎
神
社
に
は
行
け
な
か
っ
た
。
ま
た
、
復
路
は
、
九
月
九
日
（
重
陽
の
節
句
だ
か
ら
か
？
）

な
の
で
、
従
者
が
早
く
家
に
帰
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
休
憩
を
許
さ
な
か
っ
た
た
め
、
結
局

白
兎
神
社
に
は
参
拝
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
今
回
は
そ
う
い
う
こ
と
が
な
く
、
ゆ
っ
く
り

参
拝
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。

⑬
白
兎
神
社

　

原
文
「
兎
神
」。『
鳥
取
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
60
号
の
翻
刻
「
鬼
神
」
は
岡
野
の
読
み
誤

り
。
鳥
取
市
白
兎
に
あ
る
。『
古
事
記
』
の
「
因
幡
の
素
兎
」
の
神
話
に
由
来
す
る
神
社
。
祭

神
は
「
白
兎
神
」「
保
食
神
」。
病
気
・
怪
我
の
平
癒
に
霊
験
あ
り
と
言
わ
れ
る
。（『
鳥
取
県
大

百
科
事
典
』）

⑭
天
然
痘

　

原
文
「
疱
瘡
の
病
」。
種
痘
に
よ
っ
て
予
防
で
き
る
が
、
鳥
取
藩
に
お
け
る
種
痘
は
嘉
永
・

安
政
ご
ろ
か
ら
行
わ
れ
始
め
た
よ
う
な
の
で
、
文
政
二
年
の
当
時
は
ま
だ
一
般
的
で
は
な
か
っ

た
。（『
鳥
取
県
史
』 

167-

168‌

頁
）

⑮
流
行
し
て
い
た
の
で

　

※
こ
の
項
、
岡
野
（
二
〇
一
一
）
を
参
照
。

　

原
文
「
ほ
び
こ
り
た
れ
ば
」。「
ほ
び
こ
る
」
は
上
代
語
。
各
時
代
を
通
し
て
よ
り
一
般
的
に

用
い
ら
れ
る
「
は
び
こ
る
」
と
ほ
ぼ
同
義
で
、「
一
面
に
広
が
る
」
意
を
表
し
、
次
の
よ
う
な

例
が
見
ら
れ
る
。

　

○
反
歌
一
首

　
　

�　

こ
の
見
ゆ
る 

雲
ほ
び
こ
り
て 

と
の
曇
り 

雨
も
降
ら
ぬ
か 

心
足
ら
ひ
に
（『
万
葉
集
』

巻
第
十
八
・
4123
番
歌
・
大
伴
家
持
）

　
　

※
こ
の
雲
が
空
一
面
に
広
が
っ
て
、
雨
が
存
分
に
降
っ
て
く
れ
な
い
も
の
か
な
あ
。

　

こ
の
例
は
、
天
平
感
宝
元
（
七
四
九
）
年
の
旱
魃
に
際
し
、
大
伴
家
持
が
長
歌
を
作
り
、
そ
れ
に

添
え
た
反
歌
で
あ
る
。
衣
川
長
秋
が
こ
の
場
面
で
な
ぜ
あ
ま
り
一
般
的
で
な
い
上
代
語
「
ほ
び

こ
る
」
を
用
い
た
の
か
、
そ
の
意
図
を
解
明
す
る
上
で
、
こ
の
『
万
葉
集
』
の
例
が
大
い
に
参

考
に
な
る
が
、
行
論
の
都
合
上
、
詳
細
は
語
釈
㉖
で
述
べ
る
。

⑯
3
番
の
和
歌

　

こ
こ
ま
で
、
天
然
痘
を
表
す
語
が
三
回
連
続
し
て
出
て
く
る
が
、
原
文
で
は
「
疱
瘡
の
病
」

「
か
さ
」「
い
も
が
さ
」
と
い
ず
れ
も
異
な
る
語
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
語

が
連
続
し
て
表
現
が
単
調
に
な
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
同
様
の
例
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「やつれ蓑の日記」訳注（一）

が
、
8
丁
裏
か
ら
9
丁
表
に
か
け
て
願
望
表
現
が
連
続
す
る
箇
所
に
も
見
ら
れ
る
。

⑰
杖
突
坂
、
宝
木
宿
、
青
谷
宿
、
泊
宿

　
「
杖
突
坂
」
は
現
在
の
国
道
9
号
線
白
兎
ト
ン
ネ
ル
の
南
側
を
通
る
道
。
名
前
の
由
来
は
「
弘

法
大
師
が
杖
で
地
面
を
突
い
て
清
水
を
湧
き
出
さ
せ
た
」
と
か
「
鳥
取
か
ら
橋
津
ま
で
に
数
あ

る
難
所
の
最
初
で
、
こ
こ
か
ら
杖
を
つ
き
始
め
る
と
こ
ろ
か
ら
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
（
中

林
（
一
九
九
七
）

451-

452‌
頁
）。「
宝
木
宿
」
は
現
鳥
取
市
気
高
町
宝
木
周
辺
。
鳥
取
を
出
発
し
て
最
初

の
宿
駅
で
あ
る
。
伯
耆
街
道
と
鹿
野
往
来
が
合
流
す
る
と
こ
ろ
で
、
江
戸
末
期
に
は
繁
盛
し
て

い
た
ら
し
い
（
中
林
（
一
九
九
七
）

454-
456‌
頁
）。「
青
谷
宿
」
は
現
鳥
取
市
青
谷
町
青
谷
周
辺
。
日
置

川
と
勝
部
川
が
合
流
す
る
あ
た
り
で
、伯
耆
街
道
の
宿
駅
で
あ
っ
た（
中
林
（
一
九
九
七
）

465-

466‌

頁
）。

「
泊
宿
」
は
現
湯
梨
浜
町
泊
周
辺
。
こ
こ
も
伯
耆
街
道
の
宿
駅
だ
っ
た
（
中
林
（
一
九
九
七
） 

476‌

頁
）。

⑱
4
番
の
和
歌

　
「
泊
ま
り
」
は
地
名
の
「
泊
」
と
、
宿
泊
す
る
意
の
「
泊
ま
り
」
と
の
掛
詞
。

⑲
辰
の
刻
ご
ろ

　

お
よ
そ
、
午
前
七
時
か
ら
九
時
ま
で
の
時
間
帯
。
日
出
（
卯
刻
）
か
ら
日
没
（
酉
刻
）
ま
で

の
時
間
帯
を
等
分
に
分
割
す
る
た
め
、
季
節
に
よ
っ
て
一
刻
の
長
さ
は
変
化
す
る
。
こ
こ
で
は
、

日
出
の
後
、
比
較
的
す
ぐ
に
出
発
し
た
ら
し
い
。

⑳
海
辺

　

原
文
「
海
べ
た
」。
上
代
語
。

㉑
宇
谷
、
橋
津
、
長
瀬
、
由
良
宿

　

宇
谷
は
原
文
「
鵜
谷
」。「
橋
津
」
は
伯
耆
街
道
の
宿
駅
で
、
江
戸
時
代
前
期
に
藩
倉
が
設
け

ら
れ
、
年
貢
米
が
収
納
・
積
み
出
し
さ
れ
て
い
た
（
中
林
（
一
九
九
七
） 

477-

478‌

頁
）。「
長
瀬
」
は
倉

吉
往
来
と
美
作
往
来
の
分
岐
点
に
位
置
し
、交
通
量
が
多
く
、伯
耆
街
道
の
宿
駅
で
あ
っ
た（
中

林
（
一
九
九
七
） 

479‌

頁
）。
長
瀬
を
過
ぎ
る
と
天
神
川
を
渡
る
が
、
江
戸
時
代
末
期
の
安
政
年
間
（
一
八
五
四

～
一
八
六
〇
）
に
架
橋
さ
れ
る
ま
で
は
藩
に
よ
る
渡
守
が
い
て
、
無
償
で
渡
河
で
き
て
い
た
（
中
林

（
一
九
九
七
） 

480-

481‌

頁
）。「
由
良
宿
」
は
現
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
由
良
駅
周
辺
。
江
戸
時
代
中
期
の
享
保

四
（
一
七
一
九
）
年
に
藩
倉
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
後
同
十
七
年
に
宿
駅
に
指
定
さ
れ
た
。
ま
た
幕
末

に
は
水
路
も
開
か
れ
、
交
通
の
要
地
と
な
っ
た
（
中
林
（
一
九
九
七
） 

482-

484‌

頁
）。

㉒
乾
飯

　

原
文
「
か
れ
い
ひ
」。
泊
宿
か
ら
由
良
宿
ま
で
は
約
15
㎞
で
、
早
朝
に
出
発
す
る
と
ち
ょ
う

ど
昼
時
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

㉓
去
年
の
秋

　

衣
川
長
秋
は
文
政
元
（
一
八
一
八
）
年
七
月
二
十
七
日
か
ら
同
年
九
月
九
日
に
か
け
て
、
出
雲
大

社
に
参
詣
し
て
い
る
。
そ
の
折
の
紀
行
文
が
『
田
蓑
の
日
記
』
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
石
破

（
二
〇
〇
六
）
の
翻
刻
に
よ
る
と
、
由
良
宿
の
手
前
で
急
に
雨
に
降
ら
れ
、
由
良
宿
で
休
憩
し
た
際
、

農
民
た
ち
が
慈
雨
だ
と
喜
ん
で
い
た
、
と
い
う
箇
所
が
あ
る
（
七
月
二
十
八
日
条
）。
衣
川
長

秋
は
、
藩
倉
の
あ
る
由
良
で
昼
食
を
と
っ
た
時
、
ま
さ
に
自
分
が
い
ま
食
べ
て
い
る
乾
飯
が
、

農
民
た
ち
が
去
年
作
っ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
想
起
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

㉔
田
の
稲

　

原
文
「
田
な
つ
も
の
」。
上
代
語
。「
つ
」
は
「
の
」
の
意
の
古
い
格
助
詞
。

㉕
お
百
姓
さ
ん
た
ち

　

原
文
「
御
民
ら
」。
上
代
語
。

㉖
5
番
の
和
歌

　
「
あ
ま
つ
水
」
は
「
雨
」
の
意
の
上
代
語
。
ま
た
、「
仰
ぎ
て
待
つ
」
に
か
か
る
枕
詞
。「
と
し
」

は
「
稲
」
の
意
。
先
述
の
語
釈
⑮
に
掲
げ
た
『
万
葉
集
』
大
伴
家
持
の
歌
の
次
の
歌
に
も
、

　

○
雨
の
落
る
を
賀
く
歌
一
首

　
　

�　

わ
が
欲
り
し 

雨
は
降
り
来
ぬ 

か
く
し
あ
ら
ば 

言
挙
げ
せ
ず
と
も 

年
は
栄
え
む
（『
万

葉
集
』
巻
第
十
八
・
4124
番
歌
・
大
伴
家
持
）

　
　

※�
私
が
望
ん
で
い
た
雨
が
降
っ
て
き
た
。
こ
の
分
な
ら
心
配
し
な
く
て
も
豊
作
だ
ろ
う
。

と
あ
る
。

　

語
釈
⑮
で
保
留
し
た
、
上
代
語
「
ほ
び
こ
る
」
の
使
用
意
図
で
あ
る
が
、
衣
川
長
秋
は
弟
子
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た
ち
へ
の
教
育
効
果
を
狙
っ
た
の
だ
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
見
慣
れ
な
い
「
ほ
び
こ
る
」
と

い
う
言
葉
を
あ
え
て
用
い
、
不
審
に
思
っ
た
読
者
が
調
べ
る
と
『
万
葉
集
』
の
4123
番
歌
に
行
き

つ
く
。
そ
れ
を
学
ん
だ
う
え
で
こ
の
箇
所
を
読
む
こ
と
で
、
国
の
根
本
た
る
農
を
支
え
る
農
民

の
仕
事
に
対
す
る
敬
意
を
涵
養
し
た
り
、
雨
を
呼
ぶ
歌
の
力
を
知
ら
し
め
た
り
す
る
意
図
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

㉗
八
橋
、
松
谷
、
赤
碕

　
「
八
橋
」
は
伯
耆
街
道
か
ら
倉
吉
往
来
が
分
岐
す
る
交
通
の
要
地
で
、
宿
場
で
も
あ
っ
た
（
中

林
（
一
九
九
七
） 

487‌

頁
）。
鳥
取
藩
家
老
津
田
氏
の
陣
屋
町
と
し
て
賑
わ
っ
た
（
中
林
（
一
九
九
七
） 

491‌

頁
）。

「
松
谷
」
は
原
文
「
松
が
谷
」。
現
琴
浦
町
松
谷
付
近
。「
赤
碕
」
は
原
文
「
赤
崎
」。
伯
耆
街

道
の
宿
場
町
で
、
鳥
取
藩
の
船
番
所
や
藩
倉
も
お
か
れ
て
い
た
（
中
林
（
一
九
九
七
） 

494‌

頁
）。

㉘
山
崎
政
喜

　
『
類
題
和
歌
鰒
玉
集
』
の
『
作
者
姓
名
録
』
四
編
に
「
政
喜 

伯
耆
八
幡
郡
赤
崎
神
主 

山
崎
伊
勢
守
」

と
あ
り
（
中
澤
、
宮
崎
（
二
〇
〇
六
） 

509‌

頁
）。
経
歴
等
未
詳
だ
が
、
幕
末
の
資
料
な
が
ら
「
慶
応
二

年
寺
院
神
職
直
触
帳
」
に
「
伯
州
在
中
永
代
直
触
」
と
し
て
「
八
橋
郡
赤
崎
村　

山
崎
伊
勢
」

と
あ
る
（『
鳥
取
藩
史
』）。
神
職
は
基
本
的
に
世
襲
だ
っ
た
た
め
、
政
喜
も
神
職
だ
っ
た
ら
し

い
こ
と
が
わ
か
る
。『
田
蓑
の
日
記
』
七
月
二
十
八
日
条
に
よ
る
と
、
父
親
の
代
に
因
幡
か
ら

移
住
し
て
き
た
ら
し
い
。

㉙
去
年
の
秋

　

語
釈
㉓
で
述
べ
た
よ
う
に
、
衣
川
長
秋
は
文
政
元
年
に
出
雲
大
社
に
参
詣
す
る
旅
行
を
し
て

い
る
が
、
そ
の
折
に
山
崎
政
喜
を
伴
っ
て
い
る
。

㉚
6
番
の
和
歌

　

山
崎
政
喜
に
会
え
な
か
っ
た
こ
と
を
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
が
聴
け
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら

え
た
和
歌
で
あ
る
。「
都
し
ま
べ
」
は
難
解
。「
都
島
の
周
辺
」
の
意
か
。
あ
る
い
は
「
都
」
と

「
島
辺
（
＝
田
舎
）」
を
対
比
す
る
意
か
。
管
見
に
入
っ
た
和
歌
の
用
例
は
以
下
の
数
例
に
過

ぎ
な
い
（
角
川
書
店
刊
『
新
編
国
歌
大
観
』
全
十
巻
の
索
引
で
「
み
や
こ
し
ま
べ
」
を
検
索
し

た
結
果
に
よ
る
）。

　

○
お
き
の
ゐ
、
み
や
こ
じ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
の
の
こ
ま
ち

　
　

�　

お
き
の
ゐ
て 

身
を
焼
く
よ
り
も 

悲
し
き
は 

都
し
ま
べ
の 

別
れ
な
り
け
り

�

（『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
二
十
・
１１０４
番
歌
）

　
　

※
『
伊
勢
物
語
』『
小
町
集
』『
和
歌
名
所
名
寄
』
に
も
同
様
の
和
歌
あ
り
。

　

○
み
や
こ
じ
ま

　
　

弘
長
元
（
一
二
六
一
）
年
中
務
卿
親
王
家
百
首　
　
　
　
　

権
僧
正 

公
朝

　
　

�　

わ
か
れ
ぢ
に 

身
を
焼
く
お
き
の 

数
そ
へ
て 

都
島
べ
に 

飛
ぶ
螢
か
な

�

（『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
第
二
十
三
・
雑
部
五
・
１０５８０
番
歌
）

　
　

※
『
夫
木
和
歌
抄
』
は
鎌
倉
時
代
後
期
に
成
立
し
た
類
題
和
歌
集
。

　

○�

波
の
上
に 

猶
お
き
の
ゐ
て 

身
を
焼
く
や 

都
島
べ
の 

螢
な
る
ら
ん

�

（『
逍
遊
集
』
巻
第
二
・
夏
歌
「
水
辺
螢
」
題
・
874
番
歌
）

　
　

※�

『
逍
遊
集
』
は
江
戸
時
代
前
期
の
俳
人
、
松
永
貞
徳
の
家
集
。

　

当
該
箇
所
は
、
衣
川
長
秋
が
山
崎
政
喜
に
会
え
な
か
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
あ
り
、
し
か
も

山
崎
政
喜
は
他
な
ら
ぬ
京
都
に
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
政
喜
は
「
都
」
に
行
き
、

自
分
は
「
島
辺
（
＝
田
舎
）」
に
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
和
歌
に
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
適

当
か
。

　

こ
の
和
歌
の
表
現
上
の
特
徴
と
し
て
も
う
一
点
重
要
な
こ
と
は
、
前
後
の
地
の
文
と
文
脈
上

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
文
で
は
、

　

○
政
喜
を
い
ざ
な
ひ
て
今
年
も
と
ち
ぎ
り
お
き
し
か
ど

　
　

�　

一
声
も 

き
か
ず
き
か
せ
ず 

時
鳥 

都
し
ま
べ
に 

立
わ
か
れ
つ
る
。
は
い
と
さ
う
〴
〵

し
き
わ
ざ
な
り
や
。

と
な
っ
て
い
て
、和
歌
の
末
尾
が
連
体
形
と
し
て
続
く
地
の
文
へ
と
連
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
文
章
の
一
部
分
が
和
歌
に
な
っ
た
よ
う
な
趣
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
「
歌

文
融
合
」
は
『
土
佐
日
記
』
や
『
和
泉
式
部
日
記
』
に
散
見
す
る
。
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「やつれ蓑の日記」訳注（一）

　

○�

海
を
見
や
れ
ば
、
雲
も
み
な 

波
と
ぞ
見
ゆ
る 

海
人
も
が
な 

い
づ
れ
か
海
と 

問
ひ
て
知

る
べ
く　

と
な
ん
歌
よ
め
る
。（『
土
佐
日
記
』
正
月
十
三
日
条 

38‌

頁
）

　

こ
の
例
で
は
、
和
歌
の
先
頭
部
分
が
地
の
文
に
融
合
し
て
い
る
。

　

○�

「（
略
）。
う
ち
す
て
て 

旅
ゆ
く
人
は 

さ
も
あ
ら
ば
あ
れ 

ま
た
な
き
も
の
と 

君
し
思
は

ば　

あ
り
ぬ
べ
く
な
ん
」
と
の
た
ま
へ
り
。（『
和
泉
式
部
日
記
』
422‌

頁
）

　

こ
の
例
で
は
、
和
歌
の
末
尾
部
分
が
会
話
文
に
融
合
し
て
い
る
。

　

野
口
（
一
九
九
七
）
は
、『
和
泉
式
部
日
記
』
の
歌
文
融
合
に
つ
い
て
、
和
歌
の
言
語
と
日
常
言
語

の
地
位
の
差
が
縮
小
し
て
き
た
こ
と
、
逆
に
言
え
ば
日
常
言
語
が
和
歌
の
言
語
に
近
い
洗
練
さ

れ
た
も
の
に
な
っ
た
こ
と
を
、
歌
文
融
合
の
発
生
要
因
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
地
の

文
の
洗
練
度
を
高
め
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
と
す
る
。

　

当
該
箇
所
は
、
著
者
の
衣
川
長
秋
が
洗
練
さ
れ
た
文
章
の
実
際
例
と
し
て
歌
文
融
合
の
技
法

を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
弟
子
の
教
育
に
供
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
で
、

語
釈
㉖
と
同
趣
旨
の
表
現
意
図
が
は
た
ら
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
補
注
）

　

本
作
品
で
は
、
全
体
的
に
文
章
の
時
制
が
現
在
形
を
基
本
と
し
て
い
る
。
執
筆
の
実
情
と
し

て
は
、
夜
、
宿
に
着
い
て
か
ら
そ
の
日
の
内
容
を
書
く
か
、
旅
行
が
終
わ
っ
て
帰
宅
し
て
か
ら

メ
モ
類
を
元
に
書
く
か
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
が
、
文
章
は
現
在
形
を
基
本
と
し
て
書
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
読
者
を
作
品
世
界
に
誘
導
し
、
あ
た
か
も
作
者
と
一
緒
に
旅
を
し
、
景
色

を
見
て
い
る
か
の
よ
う
な
臨
場
感
を
与
え
る
た
め
の
技
巧
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、語
釈
①
⑧
⑮
⑯
㉖
㉚
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、本
作
品
は
小
品
な
が
ら
、『
田
蓑
の
日
記
』

よ
り
も
、
表
現
技
巧
に
意
を
注
い
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

地
名
の
呼
称
に
つ
い
て
、
単
な
る
村
は
「
○
○
村
」
と
呼
び
、
宿
駅
が
あ
る
村
は
「
○
○
（
の
）

宿
」
と
呼
ぶ
と
い
う
ふ
う
に
、
呼
び
分
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

江
戸
時
代
の
旅
行
は
基
本
的
に
は
徒
歩
で
あ
る
。
夜
明
け
と
と
も
に
起
床
し
て
出
発
し
、
日

暮
れ
方
に
宿
に
到
着
す
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
扱
っ
た
四
月
十
八
日
の
旅
程
は
鳥
取
か
ら
泊
ま

で
で
、『
田
蓑
の
日
記
』
に
よ
れ
ば
七
里
（
五
十
町
を
一
里
と
数
え
て
い
る
の
で
約
38
㎞
）
で

あ
る
が
、
実
測
と
し
て
も
ほ
ぼ
正
確
で
あ
る
。
ま
た
、
四
月
十
九
日
も
同
様
の
距
離
を
歩
い
て

い
る
。
日
に
40
㎞
近
く
も
歩
く
旅
を
何
日
も
続
け
る
と
は
、
当
時
の
人
の
健
脚
ぶ
り
に
は
驚
く

ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
い
っ
ぽ
う
、
文
字
通
り
「
歩
く
速
度
」
で
も
の
を
見
な
が
ら
の
旅
は
、

さ
ぞ
や
楽
し
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
石
破
氏
も
石
破
（
二
〇
〇
六
）
で
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、「
大

き
い
・
多
い
・
速
い
」
を
良
し
と
す
る
現
代
の
価
値
観
も
、
多
少
は
見
直
す
べ
き
な
の
か
も
し

れ
な
い
。

（
参
考
文
献
）

・�

鳥
取
県
編
『
鳥
取
藩
史
』
第
一
巻
（
世
家
・
藩
士
列
伝
）、
第
四
巻
（
寺
社
志
）、
鳥
取
県
立

鳥
取
図
書
館
、
一
九
六
九

・
関
一
雄
著
『
国
語
複
合
動
詞
の
研
究
』、
笠
間
書
院
、
一
九
七
七

・
鳥
取
県
編
『
鳥
取
県
史
』
第
五
巻
（
近
世 

文
化
産
業
）、
鳥
取
県
、
一
九
八
二

　
　

第
一
章
第
二
節
「
国
学
と
和
歌
」
50
～
96‌

頁
（
山
本
嘉
将
氏
執
筆
）

　
　

第
一
章
第
五
節
「
医
学
」
157
～
184‌

頁
（
森
納
氏
執
筆
）

・�

新
日
本
海
新
聞
社
鳥
取
県
大
百
科
事
典
編
集
委
員
会
編
『
鳥
取
県
大
百
科
事
典
』、
新
日
本

海
新
聞
社
、
一
九
八
四

・
中
林
保
著
『
因
幡
・
伯
耆
の
町
と
街
道
』、
富
士
書
店
、
一
九
九
七

・�

野
口
元
大
著
「
和
泉
式
部
の
文
と
歌
」、『
上
智
大
学
国
文
科
紀
要
』
第
14
号
、
71-

92‌

頁
、

一
九
九
七

・�
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
編
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
小
学
館
、

二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
二

・�

石
破
洋
編
著
『
鳥
取
藩
国
学
者 

衣
川
長
秋
『
田
蓑
の
日
記
』
影
印
・
翻
刻
と
研
究
』、
私
家

版
、
二
〇
〇
六
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・
中
澤
伸
弘
、
宮
崎
和
廣
編
『
類
題
和
歌 

鰒
玉
・
鴨
川
集　

三
』、
ク
レ
ス
出
版
、
二
〇
〇
六

・
津
本
信
博
著
『
江
戸
時
代
後
期
紀
行
文
学
全
集
』
第
一
巻
、
新
典
社
、
二
〇
〇
七

・�
岡
野
幸
夫
著
「
衣
川
長
秋
「
や
つ
れ
蓑
の
日
記
」
に
見
ら
れ
る
上
代
語
」、『
北
東
ア
ジ
ア
文

化
研
究
』
第
34
号
、
69-

84‌

頁
、
二
〇
一
一

・「
美
保
神
社
略
記
」（
境
内
に
て
販
売
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）

　

※�

『
古
事
記
』『
万
葉
集
』『
土
佐
日
記
』『
和
泉
式
部
日
記
』『
桂
園
一
枝
』
の
本
文
は
岩
波

日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。
た
だ
し
、
読
み
や
す
さ
を
優
先
し
て
表
記
を
改
め
た
箇
所

が
あ
る
。


